Effects of Supplements of Liver-hydrolysate and Inositol in the Recovery Diets on the Return to Normal of a Fatty Liver by 片山, 吉穂 et al.
大阪市立大学生活科学部紀要・第29巻 (1981) -)5-
食餌性脂肪肝発症ラットに対する肝水解物
あるいはイノシトールの添加効果
片山吉穂，福田富美子，下志万千鶴子燦
Effec ts of Supplements of Liver-hydrolysate and Inositol in the 
Recovery Diets on the Return to Normal of a Fatty Liver. 
YOSHIHO KAT A Y AMA， FUMIKO FUKUOA ANO CHlZUKO SHIMOSHIMA嫌
~者ら 115 % レベルに 釘 It る アミノ 般混合飼料役与で
発生させたsli肪肝ラ ットの代謝変動ならびに肝賄質量な
どの検索を絞けてJ-83これら賄紡肝発生機憾について肝か
らの脂質畑出機序の降E専がその主図であろうと報告した。
ト副さらにこれら食餌性脂肪肝からの回復過位について も
研究を進め.上記とl司じ飼料投与で騎肪肝を発生させた
ラヅトに20%カゼイン飼料を 4週間投与した場合.生化
学的にもまた鮒織化学的にもかなりの程度の回復がみら
れた事をも報告;・したT
今回1[!I 19:食として先と同じ 5%レベルに必けるアミ
ノ般混合飼料のアミノ般レベルをできる限り変えないで，
Hf邸時の治療に利用 されてい る肝氷解物あるいは inosi. 
tolなどを少量添加した飼料を調製，投与し回復過程に
おける体屯変動.血消triacylglycerol 及ぴ肝脂質総成及び
その含量などを検索して 2， 3の知見を得たのでここに
報告する。
実験方法
I実験飼料
5%レベルにJ.;けるアミノ般J昆介食期(実験初期4週間)
の実験制料1褒ー 1のWー鮮及びR一群にポしてあるよ
うに 5%コムギパターンあるいはコメ パターンアミノ般
出介飼料で，これら2附のアミノ綾i民会の組成及びその
調製法の詳細はすでに発表されているj・2白引今lu同実験飼料
もこれに撒じて調製されたl・2.8)これらの飼料で 3-4週間
例行きれたラッ トにRllHJiH干が発生するこ とがすでに 符者
らの研究1.2.4.5.7.8・"で篠められている。このようにして脈
肪肝を発'1:.させたラ y トに対する回復期の飼料1友一l
にぷしてあるように先の 5%コムギパターン及びコメパ
ターンのアミノ殿混合そのもの(W一群及びR一群でそれ
ぞれの対ftM.f)とこれら飼料に， 0.4% inosilolを添加lした
液学郎研究生，武}根川女チ大学，家政学部，食物写科
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a開注
飼料(W-1 t持及びR-I<鮮)，0.4%肝水解物を添加 した
飼料(W-L群及びR-L群)及びinosilolと肝水解物とを
共にそれぞれ0.4%添加した飼料(W-Lー Il字放ぴR-
L-1 j詳)の4樋づっ計8種である。
ニれら制料に1熱i僚としてcornoil (味の索隊式会社)及
び com starch (オリエンタル傍母工業総式会社)をmい.
さらに vitaminとして田辺アミノ般基金の vitamin mi-
xtu同と同基金のcho1 ine chlorideとエーザイ徐式会社の
C加colaA ~ retinol 30.∞01 U. erg∞alciferol75μg/ 2 kg飼
料)とを. また mineralとして Harper配合の日Itmixlurc 
(オリ エンタル師事母工業株式会社 )を用 いた。 これ
らの飼料調製に当っては，あらかじめ充分にj比和された
アミノ 椴混合に vltamlnmlxtureと salt m ixtureとを加
えよく 泌和し.それを更にボウルに移 しcornslarchを
加えて充分に嫌砕した.これとは別にビーカーに液状の
chol ine chloride. Chocola A及びcomoilなどを入れ. 
.1L化状になるまでよく俊持し.それを先の comstarch 
などの混合物に添加してもみ こむよう に泌利し.80
メッシュのふるいをとおした。また回復刻の飼料につい
ては.作飼料別にi格1minositol &ぴ肝水解物をアミノ般iJt
イト vitamin mixture及びsallmixtu reとよく泌初し.上
記方法と同じ手順で調製した。なお肝水解物や inositol
側Ji主 Theproheparum ( Nordmark-W erke. Gmbト1.Hamburg， 
Germany) was used as the liver-hydrolysate. This 
proheparum contained various amino acids ( E AA 
& NEAA). 01 igopeptides ar叫 purlne 町叫 pyrlm1・
dine as lhe degraded nucleosides. The c加 tentsof 
total-ar叫 amino-nitrogenwere 12%副司d5.5%. re-
spectively. The supplemental doses ¥Vere decided on 
0.4%in consideration of the clinical doses and p時 -
servation of amino acid mixtu同 levelin lhe diets. 
表-1 The compos ition of the exper imental d iets. 
W W -I W-L W-L-I R R-I R-L R-L-I 
(control) (control) 
group group 官roup group group group group group 
(幼 (幼 (幼 (必) (勉) (~l (勉) (甜}
《? ?ー 食
Di e t s 
Ingredient 
物 '1・
Amino Ac id Mixture 5 5 5 5 
Corn Oil 5 5 5 5 
Salt Mixture* 5 5 5 5 
Vi ta min Mixture ※※ 
Choline Chloride 0.4 0.4 0.4 0.4 
Com Starch 83.6 83.2 83.2 82.8 
1 nosit 0 1 0.4 0.4 
Liver Hydrolyllate 0.4 0.4 
Total 100.0 100.0 100.0 100.0 
5 5 
5 5 
5 5 
1 
0.4 0.4 
83.6 83.2 
0.4 
5 5 
5 5 
5 5 
0.4 0.4 
83.2 82.8 
0.4 
0.4 0.4 
1∞.0 1∞o 
the diets. 
100.0 100. 0 
Chocola A (retinol 30，000 IU and ergocalciferol 75μι/2 勾8of diets) was contained wi thin 
※ Harper，A.E. : Amino acid balance ani imbalance， 1 dietary level of protein 組 d amino 
acid irnbalance. J. Nutr. 68， 405 ~ 418 (1959). 
※※ The composition (，幼 ofvi tamin mi xture thiamin . HC 1， 0.059; riboflavin， 0.059; nicotinic 
acid， 0.294; calcium pantothenate， 0.235; pyridoxine' HCl， 0.029; menaphthone， 0.006; biotin， 
0.001; tetrahydrofol ic acid， 0.002; cyanocobalamin， 0∞02; myoinositol， 1.176; ascorbic acid， 
0.588; lactose， 97.551. 
を添加した凶1iiJVI剣料て'はcornslarchのl止をJI減して全
i，tを100gに，湖キFした。
I実験動物
生後0.¥1の CharlesRiver CR.J:SD系!titラソトをあら
かじめ粉末;lkft.1料(オ リエ/タル昨l手工業株式会社 M
F)で6- 10 日開!削 ff した 後，。ドgJj.本Æがほぼ~ij しくなる
ようにこれらラ y トを 8ilf.(作ilf.5 [Jじ)‘すなわち 5%コ
ムギバター J アミノ俄~J.t介飼料i庁(W-M， コムギパター
ン食のN!!(¥併l，0.4% inositol 添)JIJ5%コムギノマターンア
ミノ椴泌介飼料俳(Wー I伴l.0.4%Jll水解物添加 5%コ
ムギノぞタ ンアミ/終14イヤ制料俳(W-Lf，:fl. 0.4% ino-
si 101 及び0.4%111水解物添)JII5%コムギバタ ーンアミノ
椴H{.{}6uJ料併(W-Lー I併に 5%コメバターンアミノ
殿山介飼料itHR一昨. コメバターン食の付mq:n.0.4%
inosilol 添加15%コメバターンアミノ般i1t介か]料L可(R-
u判.0.4%Jllノk解物添加 5%コメパタ ー ンアミ/円安出
合飼料i/F(RーLil.f)ならびに0.4%inosilOl及び0.4%111' 
水向付加ぷ115%コメバターンアミ/般泌介飼料i洋(R-L
1 r.flに分けた。
1飼育法
8併を 2つに分けそれぞれの併のラットが5%コムギ
パターンアミノ椴泌合飼料あるいは 5%コメバターンア
ミノ殿泌合飼料て'あらかじめ 4j週r.llft';1討された後， これ
らラソトを各Mごとに先に述べた回復期飼料でさらに 4
週間飼育した。なおW-i，庁及びR一鮮のラ ソトは 5%コ
ムギバタ ーンアミノ般混合飼料あるいは 5%コメバター
ンアミノ慢出介飼料のまま縦続してさらに 4週間飼育さ
t た。
なお12時間の リズムでl照明を向動的に点滅調節された
飼育毛における例#J.筑波は出J.(t22.C.ilJ主60%てー あった。
また各々のラットを日1々 のケージに入れ，飼料と水とを
自由に与え，体重j立ひ・飼料開耳~ill を毎日はぽ定時I1甘に ilil1
定した。
W試料採取
尖験制TiJ明liiJ終了後各ラ， fを13-15時間絶食させて
から， ラボナ- JL-麻酔下でl}jIJ¥ll.jfl液 を腹部大動脈か
ら乾燥注射器で採取し.i]<i令しながらj(1液をJ疑問させ，
3000r.p.m.20分間冷却遠心沈澱持て"速沈分離して [(r消を
は取した。採J!r1圭.可及的すみやかに各柊臓絡ーを創出L.
i]<i告し ながら臓器悶附の結合組織&..ひ'I([l液などをとり去
リ，可及的すみやかに存臓器のiE重LEを測定した。
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V生化学的測定
1 )血清triacylglycerol量測定
標準として trioleinを用いて VanHandel， Zilversmit 
法の変法10.1口で測定した。その詳細は先の報告別の場合と
|司じである。
2 )肝脂質量測定
肝臓l.OOgから Folchらの法12)に準じて脂質カ守白出さtし
総指質量， triacylglycerol是及び総cholesterol量などが
測定された。その詳細は先の報告制の場合と同じである。
以下の実験成績には平均値と95%有意水準における信
頼限界とで示してあり，平均値の有意差検定には Stu-
dentのtテストあるいは Welchの方法13.1叫がもちいられた。
実験成績ならびに考察
事
量。
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I体重変動
コムギパターン食及ぴコメ パターン食の場合のラ ット
の体重増加曲線が図ー |及び-2に示されている。図に
は実験開始時の初体重をもとにしてその後の体重の増減
量の平均値で示しである。すでに著者らが報告した成績
ト引と同じように 5%レベルのアミノ酸混合食期てーはいず
れの食群でも最初5日目頃まで体重減少が著ししその
後時間の経過に従って体重が増加していて， 5%レベル
のアミノ酸混合食期の28日目では， コムギパターンの場
合それぞれ 5土9g(W一群)， 3:t 4 g (WーI群)， 5 
:t4g(W-L群)及び6土7g(W-L-1群)の体重増
加を示すにすぎず，またこれら各群間には顕著な差は認
められなかった。またコメパターン食の場合では 5%レ
ベルのアミノ酸混合食期の28日目の体重増加量は28-44
gであってR一群と各実験群との聞に有意差はなく .コ
事事 .. 
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図-1 Cumulative bocly weight gain. 
The initial body weight was between 123 and 133g. The diet 
consisting of the Wheat-pattern amino acid mixture at low 
level was changed to the recovery diets containing the liver-
hydrolysate or inositol on the 29th experimental day (arrow). 
Details of each group are shown in the Table 1. 
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図-2 Cumulative body weight gain. 
The initial body weight was between 123 and 133g. The low 
protein diet consisting of the Rice-pattern aminoacid mixture 
was changed to the recovery diets containing the liver-
hydrolysate or inositol on the 29th experimental day(arrow.) 
Deta ils of each group are shown in the Table 1. 
メパターン食のいずれの携でも先のコムギパターン食の
場合の 3-6 gよりも有意に大きかった(P<0.05)。と
ころが肝水解物及びinositolなどを添加した飼料に切り換
えた回復食期(矢印以後)では時閉め経過と共にW-L-
I群及びW-L群の体m.増加貨がW-I群及ぴW一群に
比べていちじるしく大きくなっていて凪復食期27日目で
は W- L 一 I 群 >W- L若手 >W- I 群>W一群のJ~1iで.
W-L-I群及びW-L群ではW一群に比べて有意差が
認められた(Pく0.05，表-4参照)。しかしW-在学に対
して体重増加が著しかったW-L-I群及びW-L群の
2群の問には有意差はみとめられなかった。一方コメパ
ターン食の回復期の場合でl:tR-L-1群を除いて各群
ともにほとんど同じような経過で体重が増加していた。
回復期間のみにおける体1増加益は表-4に示してある
ように最も低いR一群でも31g，最も高いR-L-I在学
で45gとなっていて， コムギバターン食の場合(W一群11
g， W-Lー I群26g)に比べて有意に大きかった。 (P
<0.05)またコメパターン食各群間では R一群， R-1 
群. R-L群. R-Lー I群の販に後のものほど大きく
なる傾向がみられた。
I飼料無取量
5%レベルのアミノ酸混合食期及ぴ回復食期における
コムギ及びコメパターン食群の 1日当ワの飼料吸取量を
表-2に示してある。各群. 5%アミノ般混合食期の場
合も回復食期の場合と有意差はなしまた縛j足各群相互
間にも，さらに補足群と対照群との聞にも有意差は認め
られなかった。すなわちいずれの群でもまたいずれの実
験食期でも飼料摂取量にはほとんど差がなかった。一方
コムギ及ぴコメ パターンアミノ般iM合食群の摂取盆の聞
にも有意庄はなかった。
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Diet group 
W-(∞ntrol) group 
W-1 
W-L 
W-L -1 
group 
group 
group 
R一(c∞trol)group 
R -1 
R-L 
R-L-1 
group 
group 
group 
表-2 Food intake (g./day) 
Food intake (g/day) 
10w amino acid mixture 
diet feeding period 
13.3土 2.1 
12.6土 1.4
13.4土 0.9
16. 7土 4.0 
15. 7土 2.9
18.9土 3.2
11. 6土 1.7
15.6土 3.3
recovery period 
11. 5土 2.2
11. 5土 0.8
12.6土 0.4
15.5土 3.0
15. 7土1.4
17.8土 2.5
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Each vaLue represents the mean 土 halfrange of the confidence interval (confidence limit) 
at P < 0.05 
表-3 Wel weights of liver and kidney 
Livcr Kidney Kidney 
D i e t group 
(g.) (right， ~) (left， n芭)
W -(control) group 3.61 土 O.29 563土 52 559土 51
W-1 group 3.日土 O.17 601 土 54 ω0土 46
W-L group 3.43土 O.60 臼l土 40※ 631 土 21*
W-L -1 group 4. 13土 0.66 644土 60?見 邸O土 77
R -( control) grωp 5.00土 0.77 765土 124 758土 134
R-I group 4.44土 0.48 714士 47 685土 60
R-L group 4.50土 0.41 ωl 土 16 681 土 31
R-L-I group 5.45土 0.90 843土 62* 部2土 5r
Each va lue represents the mean土 halfrange of the confidence interval (confidence limit) 
at P < 0.05. 
※ indicates statistically significant difference from the W-group at P < 0.05. 
縦 i叫 icatesstatisticaly significance from R-I and R-L groups at P < 0.05. 
1I肝及び腎の湿.量
先に報告した答者らの成績ト加では肝ilIAi誌は正常群の
場合8-IOgであったが， 4週間 5%アミノ 酸i民合食を
投与すると コムギパターン食計約 4g， コノパターン食
(5 ) 
得約 5g と正~f;l干に比べていずれのパターン食おでもイI
怠に低下していた?今回のW一群t5%レベルにおけるコ
ムギバター ンアミノ般混合飼科でi.!l!絞8週間飼育された
ものであるが表ー3に示すようにir..iRながきらに小さ〈
-20ー 食
3.6 gになっていた。ところがW-L-I群のように回復
期に肝水解物及びinositolとを共に添加された飼料投与
群では混重量の増加傾向がみられた。一方 5%コメパタ
ーンアミノ酸混合食で8週間飼育された R一群の肝は 5
gであって，コムギパターン食のW一群の3.6gよりも有
意に大きかったが(Pく0.05)，肝水解物や inositolなど
を添加した群のいずれの肝も R一群とほとんどかわらな
カ・った。
腎では先に報告31した20%コムギパターン飼料で4週間
飼育された群の測定値が友右共に約 1g程度て・あったれ
今回の 5%レベルの飼料の場合では左右ともに約%に減
少していた。ところが肝水解物及びinositolを添加した場
合は多少大きくなる傾向がみられ，殊にW-L群ではW
一群に対して両側ともに重量が有意に増加しており (P
<0.05)，またW-L-I群の右腎のそれはW一群に比べて
大きくなっていた(P<0.05)。しかしこれら臓器混重量
の体重にしめる割合はいずれの群でもW一群とかわりな
かった。コメパターン食の場合にはコムギパターン食の
場合に比べて有意に大きく (P<0.05)，しかも R-L-
I群はR-I群及びRーし群に比べて左右共に有意に大
きかった(P<0.05)。
物 学
W血清 triacylglycerol量
表-4に示しであるように血清triacylglycerol量は W
一群で最も低< 6mgjd~で，先に報告した 5%コムギパタ
ーンのアミノ酸混合食投与3週目の19m9j&剖よりもさら
に小きかった。 一方 inositolや肝水解物を添加した飼料
を投与した回復食群ではW-I群(8mgj&)，W--L群(12
mg!&)， W-Lー I群(17mg!d.e)の順に次第に大きくなっ
ていて， W-L-1群及ぴW-L群とW一群との聞には
有意差を認めた(P<0.05)。一方R一群の血清triacyl-
glycerolは15mgjd~ でさきに報告した 5%コメバターンア
ミノ駿混合飼料投与3週間自の24mg!&剖よりもさらに小
きくなっていたが，コムギパターン食投与8週間目の場
合(W一群)よりも高かった。 inositolや肝水解物などを
添加した群ではR 群とほとんど差がなかった。
すでに報告1.2.4.5.8.91しているように 5%アミノ酸混合飼
料投与によって脂肪肝を発生させたラットの凪清 tri-
acylglycerol景は肝脂肪の蓄積のはなはだしいものほど強
〈低下しており， またそれら脂肪肝発生ラ ットに20%カ
ゼイン飼料を投与した回復過程4週間目では血清tn-
acylglycerol量が工E常値に近〈 回復する事を明らかにして
いるF今回の成績でも 5%アミ ノ酸混合食のままで飼育
表-4 Influences of the liver-hydrolysate and inositol in the recovery 
diets on the liver lipid contents and serum triacylglycerol 
Body weight 
Serum 
Contents of liver lipids (略乞 ofliver) 
gain during 
recovery (EeTAG l) Total Cl oipnjiudgs a ted period (g) 
lipids TG CH 
VV (control) group 11土 5 6土 2 131土 'zl 85土 24 10.3土 2.6 36土 13
VV -1 group 16土 8 8土 4 110土 15 69土 16 8.3土1.2 32土 1
VV -L group 20士5※ 12土 4※ 92土26 54土 26※ 6.4土 2.2※ 32土8
W-L-I group 26土 3※ 17土 6※ 96土 19 53土 17※ 6.8土1.5※ 36土4
R (control) group 31土 11 15土 7 162土47 70土 26 7. 0土1.6 85土44
R -1 group 34土 7 18土 13 137土32 56土 28 7.2土1.4 74土 10
R -L group 41土 7 15土 6 126土23 45土 17 6.3土 0.7 75土 13
R -L -1 group 45土 16 18土 1 153土30 白土 25 7.8土1.9 82土23
Each value represents the mean士 half range of the confidence interval (confidence limit) 
at 959杉 level.
TG and CH represent triacylg1ycerol and total cholesterol in the liver， respectively. 
※ indicates statistically signific岨 tdifference from the Wべcontrol)group at P < 0.05. 
(6) 
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されたWー併に比べてnF水解物添加]鮮の万が，さらに肝
水解物と inositolとを共に添加した飼料詳の}Jが血消 tri-
acylglycerol hl:の有志な噌加を示していた。
V肝脂質量
表-4 にRr-総~fi 'í'1也肝 triacylglycerol 呈， n総 cho-
lesterol 法及ひ'HF飯合脂質祉を示してある。先ずコムギパ
ターン食の場合は肝総脂質~1:は各群|聞に有怠1þ.こそなか
ったが， 5%アミノ般I昆令飼料のままで8遊間(j.Jfiした
Wー併で肢も大きし以下W-1 (，f>Wーしー I俳孟W
-L鮮のIlliであった。それらHI'i伎を分画定量した結果.
nF triacylglycerolではWー併が松L多し 85mg/g Mて・あ
り.次にWー I鮮>W-Lf.;?;W-L-l鮮の順で.先の
I血清 triacylglycerol:止の向、、ものほど肝 lriacylglyccrol
(!I(が (l~ しその~IW r-'j:丁度逆になっていた。 しかもW-L-I 
鮮及びWーし併ではW-併に比べて有立に低 Fしていた
(P<O.051. >>f総choleslcrol:，(はその大きいむのからW-
Ilt>Wー 1r.i>Wー し 1I洋諸Wーし併の闘員てW L-1 r.l' 
lえぴWーし俳でW-:uに比べてイ1.0".'こ低下していた(P<
0.05)。すなわち!汗水解物巾独か別・水島干物と inositol と
をJlに山'JIしたbul料r.fては肝総脈'{e:ふ肝lriacylglycerol
~(及びnr総 cholesterol:立が無i奈川!のW-f，f.に比べて減少す
る ' I~をîffiillilさせる loc紛がれ}られた。.}jコノハタ ンーftのf必
fTでWII:*.tJJI'i'f'e:;tはいずれの併でも126-162mg/g ijlであっ
て，添Jlit':無添JJIIR一昨lニ比べて多少少なくなっているが
イi.¥t);:はなかった 肝triay Ig Iyce ro 1 :止は R-Itlこ比べて
添加併て少なくなる傾向を，ドしていた こiL"r.H&:nl'i'te :，:と
IJf t r iacylglyccrol 況とを先のコムキパターン食の場{~と比
べると肝総IJ日i'e{;::ではコメパター ン食.r.rの)jが全般的に
大きし 11'triacylglycerol':，(て'はコメパターン食仰のHが
逆に多少小さい傾向を :;J~ していた また肝総 chol"sterol
istではコメ バターンの各俳聞には庄がなし しか L先の
コムキパターン 食群の場合ともあまりかわらなかった。
ところが似介脂質泣についてはW一昨とコム ギl'ターン
の添加食鮮との|削にほとんど J~ー がみられず. >f 1 g・5り
32-36mgで，添加各飼料投与併の!日lにも差がみられなか
った。 'Jiコメパターン食鮮ではlロ1i¥i食への添加物のイT
無にかかわらずいずれの併でi..70-85mg/ g ijlで先のコム
キバターン食俳の場合と比牧するとそれぞれがJ2 f官にな
っていた 先に述べたようにコメパターン食併の肝総桁
'itr.J:がコムギバターン食の場合よリも官立的に大きかっ
たのは彼イ干HI'i'{'(が多かった1)であろう 。このような1lili'J
は先に将ift引した 5%コムギ，コノ及び符附パターンのア
ミノ椴i見合食でl'inliijfを発生させたラットに200/0カゼイ
ン食をt!l:']ーした11i¥，ij!:!l干主に布いてもうかカeわれた
以ヒが'~験 11~t*;!の概要であるが， コムギパターンの 5
(7) 
%アミノ般j民合飼料に肝水解物及ぴ inositolあるいはそ
のl占i~を少量添加した問 íiî食を投与した場合， 飼料伐取
:;¥:カ川、ずれの群でもほとんどかわ らなかっ たにもかかわ
らず体重増加の促進，Jfl清 triacylglycerol泣の増加ならび
に肝 triacylglycer'ol及びJ干総cholesterol':，}の低下などHI・の
脈ij}j，-，'般を軽減させる成紛が得られた。一方肝水解物あ
るいは川ositolを添加 したコメパターンアミノ 般混合飼料
を役うした場合.やはり飼料然取量1;1.コメバターン食各
#下で始んどかわ らなかっ たにもかかわらず{本fi.to1l加JRは
R-L-l群. R-L若干. R -J 1洋. R一群のJi1iに先の
ものほど大きい傾向がみられた ??では左省共に肝水解
物及び inositolを共に添加した群が月T水解物あるいは ino-
si tolを単独添加1した併よワも有立に大きかった。 Ifli，'・I
triacylgl ycerolについてはR 群でもW一昨はどに極端に
低 Fしてはいず，それに肝水解物などを添加してもこれ
ら添加物の効栄が余リ符明ではなかった。また肝総sI'it1
iij:，肝triacylglycel'ol':孟は添加tr.干の方が多少低下する傾
向があったがイT.w:な差として認められなかった。以上の
ようにコメバターン食の場合にも inositolまたはJH水餅物
あるいはこれらl山i!iの添加によって月間}mからのl叫i¥iに
多少の効*がうかがわれるが， しかしこの添加効米~1:コ
ムキパターン食の場介はど顕符ではなかった。ニの.f'J!.rJI 
については且H断する・I~ ' ;t1¥米ないがコムギ及びコメ バタ
ーンのアミ/般組J/x.をみると Phenylalanineを除いたすべ
ての必須アミノ般.特に Lysine&びTheonineの合idがコ
ムギバターンに比べてコノパターンていくらか高<. JjL 
1:よでの我々の研究結*1-8)においてもIlfinHnl発生その も
のの.fA_J!.tもコムギパターンの場合よりもコメノぞターンの
場合の }jが幹1変であった事実なとから比較的軽度な降碍
に付するこれら骨子水制物あるいは inositolの添加効民は本
実験におけるような少:，l使用てはぬJ守な廷として税われ
なかったのではないかと考えられる。
Dri I1とHalJI引は品川削}jあるいはli;たん(1食(6%カゼイ
ン)で発生した月旨肋肝に.tJするM引hionincなどの添加lの彩
切をしらべて，体ifiM加畳と肝桁肋hlとのr.J1にはJl.1係が
ないと報貸しているが， コムキバターン食の今回の成車内
では実験食仰のm取食(ilC;止が無if.Jln!(¥iI"tとほとんとか
わらなかったにもかかわらず. f本if(MJm:ttの大きいもの
はど肘 triacylglyccrol及び肝総:cholesterol :止が少なく脂
肪引が事長Hとしていた
ところで Stilleら1ト 1引は川1!J，')¥t却にラノト Hf納1>包のrit.
!1i世ビ{乍則を認め Ilartmalln20)，;tIJq!且化炭ぷ'II，:jラゾト
において I.;JHな作mのある・I~を綴 ;1;. し . きらに Ruzdic山
らは trin itro -to lueneで慌時した動物:7)月|細胞における
JII'i nlj ~it!'! を IJf水制物で料;~1(させえたと ~U:へーしている。 )ーj
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Emmrichら22)は再生肝実験での肝脂肪に及ぼす肝水解物
の作用はch01ineほどに顕著でなかったとも報告している。
これらの報告の内 DrillとHa111引の高脂肪あるいは低た
ん白食による肝障碍に対する肝抽出物の効果の成績と今
回の成績は一致していた。彼等の報告によ るとこの効果
は肝水解物の食欲増進作用によるものではなしおそら
く肝摘出物中の ch01ineあるいはその前駆物質によるも
のであろうとしている。しかし今回の笑験ではいずれの
群でも ch01ineが充分量投与されているので ch01ineある
いはその前駆物質によるものとも考えられない。今回の
実験に使用した肝水解物は Nordmark社の Proheparumて。
主として遊離アミノ酸と 01igo peptideと核酸の分解物で
あるpurine及び pyrimidineからなり総窒素量(12%)の
うち約46%がアミ/態窒素である。そこで肝水解物中の
窒素をすべてたん白質と仮定しても飼料中のたん白レベ
ルは0.3%程度しか上昇せず，アミノ態窒素のみとすれば
そのレベルアップはさらに小さく (0.138%)なるものと推
測される。すなわち0.4%肝水解物添加では飼料中のたん
白レベルにはあまり大きな変化はなかったものと考えら
れる。そこでこのような効果は何によるかここで即断出
来ないが，肝水解物中の遊離アミノ酸. 01 igo peptideあ
るいは絞酸の分解物さらには肝水解物中に含まれる微量
未知物質であるのかもしれない。しか し平山23)らはStト
le. Wachterら1引の成績を引用して purine系化合物の肝障
碍予防作用はProheparumの効果よりも劣り ，P roheparum 
の効果を核駿系物質にのみ求める事は出来ないと述べて
いる。このように現在 Proheparumの作用機序は明らかで
はないが，今回の成績からも低たん白レベルのアミノ酸
混合飼料投与で発生した脂肪肝からの回復に有効である
事がわかった。現在これら肝水解物のアミノ酸組成など
を考慮してさらに検索を進めつつある。一方 inosit01に
よる抗脂肝作用は biotinとの関連において特異的と云わ
れているが，その作用機構は不明な点も多い。今回の低
アミノ酸栄養の場合には inosit01単独の効果は顕著でな
く， 肝水解物と共に添加した場合に肝水解物と inositol
との相乗効果が認められた。
要 約
5%レベルにおけるコムギバタ ーン及びコメパターン
アミノ厳浪合飼料投与で脂肪肝を発生させたラットに肝
水解物(W-L群及ぴR-L群)あるいは inositol (W-
I群及びR-I群)ならひ1こその両者(W-Lー I群及ぴR-
L-I群)の少量(0.4%)を添加した回復飼料を投与して.回復
期における体重変動及び血清triacy1g1ycer01ならびに肝脂質
組成とその含量などを無添加対照ラット(W一群及びR 群)と
物
(8) 
学
比較検討した。
回復期の体重増加量ではコムギパターン食の場合肝水
解物ならびに肝水解物と inosit01とを共に添加した回復
期飼料群の方が無添加群に比べて有意に大きかったが，
コメパターン食の場合では添加回復食群の方が無添加群
に比べて大きい傾向があった。
血清triacylglycerol量は W一群<W-I群<W-L群
< Wー L-I群の順でWーL群及びW-L-I群はW一
群(control)に比べて有意に増加していたが， コメパタ
ーン食群では添加回復食群と無添加群との聞に差がなか
った。
肝総脂質量はW一群>W-I群>W-L-I群孟W-
L群の)1頂であり，肝triacylglycerol及び肝総 cholesterol
量はコムギパターン食のいずれの添加回復飼料群でもW
一群に比べて小さし殊にW-L群及びW-L-I群は
W一群に比べて有意に小さかったが，肝複合脂質量では
添加群と無添加群の聞に差がみられなかった。一方コメ
パターン食群では肝総脂質量及び肝 triacylglycerol量は
添加実験群で無添加群に比べて多少小きくなる傾向があ
ったが..til: cholesterol量はほと んどかわりなかった。な
お肝複合脂質量はいずれの食群でも肝総脂質量の52-58
%をしめ，コムギパターン食の場合の約2倍であった。
これらの成績からコムギパターンの 5%アミノ酸混合
飼料への肝水解物などの少量添加が脂肪肝からの回復に
有効であり 、しかも肝水解物と inositolとを共に添加し
た場合の方がさらに効果が著しい事がわかった。しかし
コメパターンのアミ ノ酸混合飼料への添加効果はコムギ
パターン食の場合ほどに顕著ではなかった。
終りに結晶アミノ般を恵与され.種々御助言賜わりました
味の索株式会社生物科学研究所所長弓狩康三先生ならぴに.
proheparumを供与された科研薬化工株式会社京都研究所に対
し深〈感謝致します。
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Surnrnary 
The e仔'ectsof Iiver-hydrolysate or /and inositol in diets， on the return to normal of a fatty Iiver were investlgated 
through the determinations of body weight gain， serum triacylglycerol or triacylglycerol. total cholesterol and conju-
gated lipids in rat livers. The rats whose Iivers had experienced fatty change as a result of feeding diets consisting 
of the Wheat-and Rice-pattern amino acid mixture at low level ( 5 %)， were given similar diets supplemented with a 
small amount (0.4%) of liver-hydrolysate or inosltol or a combination of both for a further 4 weeks 
During the recovery period. the body weight gains of rats on the Wheat-pattern amino acid mixture dlets supple-
mented with hver・hydrolysateor inositol. increased considerably compared with those of the non-supplemented diet 
group， althωgh the f，∞d intakes of the experimental groups were almost slmlar to the non-supplemented dlet group 
In partIcular. welght gams of the W -L and W -L-I group rats stood out slgOlficantly from the control value(pく0.05)_
For the Rlce-pattern ammo acid mixture diet groups守 ratson the dlets supplemented wilh liver-hydrolysate or mosltol 
showed a tendency to grow larger than those of the non-supplemented dlet group during the recovery penod. The 
contents of the serum lnacylglycerol were in the order of W -(control) group <W -1 groupくW-LgroupくW-L-I
group. The lalter two groups were signi自cantlyhigher than that of the non-supplemented diet (control) group. In 
the case of lhe Rice-pattern diet group. however. there was no dlfference in the contents of the serum tnacylglycerol 
between supplemented and non-supplemented diet groups. In the case of the total lipids， the contents of these in the 
livers decreased in the order of W -group > W -1 group > W-Lー 1group孟W しーgroup. The contents of tn<Icy卜
glycerol or cholesterol in rat livers in the Wheat-pattern amino acid mixture diet groups had a tendency to decrease. 
Both W-L and W-Lー 1groups showed signi自cantlysmallel values when compared to the non-supplemented (control) 
diet group. For the Rice-pattern amino acid mixture diet groups， the total lipids and triacylglycerol inthe Iivers 
had a tendency to decrease slightly compared to the control level白 Inthe case of total cholesterol m the hver of 
the rats on the Rlce-pattern ammo acid mixture diets， however. the supplemented and non-supplemented dlet groups 
show出 nodlfferences. In the case of the contents of con)ugated liplds m the Iivers of both Wheat and Rlce-pattern 
amtno acid mixture dlet groups. there was no difference between the experimental and control rals. On the other 
hand. the values of the Rice-pattern ammo acid mixture dlet groups were lWlce as great as the rats glven the dlet 
conslstmg of the W heat-pattern amino acid mixture. From these results， we have found that supplements of hver-
(9) 
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hydrolysate and inositol. or a combination of both in recovery diets would be more effective in returning the fatty 
Iiver to a normal state. 
(10) 
